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Fig. 1. Heterocypris spadix, an alive female. 
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Abstract 

We tested whether the non-marine ostracod Heterocypris spadix Munakata, Tanaka, and Kakui, 2021 is 

capable of producing desiccation-tolerant eggs. Under ambient light and room-temperature conditions, we 

transferred live ostracods together with brackish water and bottom substrate containing eggs from a long-

maintained rearing aquarium to a small experimental aquarium. The contents were dried gradually over five 

days until completely dry, then maintained for five more. Freshwater was then added, and the aquarium was 

placed in an incubator (25 °C; 14 h light : 10 h dark cycle). Living individuals were observed six days after 

rehydration. In a separate trial, eggs laid on an old valve were subjected to a similar drying–rehydration 

treatment, and living individuals were again observed after rehydration. Our observations demonstrate that 

H. spadix can produce desiccation-tolerant eggs. 
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ヤキメイボカイミジンコ Heterocypris spadix 

Munakata, Tanaka, and Kakui, 2021（Fig. 1）は、

沖縄県豊見城市の汽水環境から採集されたメ

ス個体に基づき記載された非海棲貝形虫の一

種である（Munakata et al. 2021）。現在までにメ

スのみが知られ、単為生殖を行うことが確認さ

れている（Munakata et al. 2021）。本種はイギリ

ス東部の汽水環境から記載された Heterocypris 

salina (Brady, 1868) と酷似するが、殻形態によ

り区別されている。近年、Kilikowska et al.（2024）

は、ポーランド、イタリア、ギリシャ、モロッ

コのH. salinaと同定された標本を用いた分子系

統学的研究により、これら標本には遺伝的に異

なる 4種（genetic species I–IV）が含まれること

を示した。同研究は、genetic species Iのシトク

ロム c酸化酵素サブユニット I（COI）遺伝子の

ハプロタイプの一つが H. spadixの COI配列と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一致したことから、genetic species Iと H. spadix

は同種であり、日本産個体はヒトの営みによっ

て欧州から日本に運ばれた個体に由来する、つ

まり人為的分布だろうと考察している。この研

究結果をもとに H. spadixを H. salinaの新参異 

 



2 

 

Aquatic Animals 2026 | March 22 | Kakui and Munakata. AA2026-21 

 

 

Fig. 2. Map showing the known distribution of Heterocypris spadix. The map and plots were generated with 

GMT6 software (Wessel et al. 2019). Sources: Munakata et al. (2021), BOLD (Ratnasingham et al. 2024), 

Kilikowska et al. (2024), Latef and Ali (2024), Hu et al. (2025), Bonilla-Flores et al. (2025), Dinç et al. (2026). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名と扱う研究もあるが（Meisch et al. 2024）、

Kilikowska et al.（2024）では解析に H. salinaの

トポタイプの情報が含まれておらず、かつ形態

記載がなされていないことから、genetic species 

I–IVが形態的に区別されるのか、これら 4種の

いずれかが真のH. salinaに該当するのかが不明

であり、現時点では H. spadixと H. salinaは別

種とみなすのが妥当といえる状況にある。 

上述の通り Kilikowska et al.（2024）は H. spadix

の日本における分布を人為的分散の結果だと

結論づけた。しかし同論文の公表後、H. spadix

の配列との間の遺伝的距離が非常に小さく（p-

distance = 0.0–1.2 %）、H. spadixだと判断される

COI 配列をもった個体がイラク（Latef and Ali 

2024: ア ク セ ッ シ ョ ン 番 号 OR563931, 

OR563932）、チベット高原（Hu et al. 2025: 

PP999861–PP999866）、ドイツ（Bonilla-Flores et 

al. 2025: OR913453, OR913454）、トルコ（Dinç 

et al. 2026: PX463446–PX463448）の淡水域にも

生息することが示された。さらに本稿著者らが

Barcode of Life Data System（BOLD; Ratnasingham 

et al. 2024; https://www.boldsystems.org/）を参照

したところ、アメリカにも同様に H. spadixだと

判断される COI 配列（ e.g., Sequence IDs 

CFWIE950-10.COI-5P, SGABR695-12.COI-5P, 

ZPC1088-20.COI-5P）をもった個体が生息する

ことが明らかになった。このような内陸の高地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を含む広い分布（Fig. 2）が全て人為的分散の結

果とは考えにくい。様々な水棲生物群で報告の

あるように（ e.g., Cáceres and Soluk 2002; 

Coughlan et al. 2017）、少なくとも一部の生息地

への侵入においては、風による飛散、鳥類など

の高い移動性を示す生物への付着による長距

離受動分散の関与が疑われる。Munakata et al.

（2021）は飼育実験から H. spadixの個体の乾燥

耐性が低いことを示しており、個体による受動

分散の可能性は高くない。個体以外で運ばれる

可能性がある状態としては、非海棲貝形虫の複

数種で報告のある乾燥耐性卵（Smith et al. 2018）

が考えられる。しかし H. spadixが乾燥耐性卵を

産生するか否かはこれまで確認されていない。

そこで H. spadix の個体と卵を含んだ底質を自

然乾燥させたのちに加水し、生体の出現の有無

を確認する実験 Aと、卵を自然乾燥させたのち

に加水し、孵化の有無を確認する実験 Bを行い、

H. spadixの乾燥耐性卵産生能の有無を検証した。 

実験 A は、2018 年 11 月 21 日にタイプ産地

で採集した個体をもとに立ち上げた継代飼育

個体を用いて 2025 年に実施した。塩分約 7 ‰

の汽水を入れた幅 13 cm × 奥行 19 cm × 高さ 8 

cmの容器（以降「継代容器」と称する）に継代

飼育個体を収容し、エアレーション有り、明期

14時間暗期 10時間、25 °Cの条件のインキュベ

ーター内で維持した。実験開始時、継代容器に 
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Fig. 3. A small aquarium containing ostracods, brackish water, and substrate with eggs during the desiccation 

and rehydration experiment. From left to right: Day 0 (start of the experiment); Day 3 (most water evaporated, 

substrate still moist); Day 10 (five days after complete desiccation; just before rehydration); and Day 16 (six 

days after rehydration). AR, after rehydration; JBR, just before rehydration. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は過去に投入した餌（ザリガニのエサ（キョー

リン）を粉末状にしたもの）、糞、脱皮個体や

死亡個体の背甲殻などを含む茶色の軽い底質

が 2 cm 程度堆積した状態になっていた。底質

中の背甲殻にはしばしば卵が産み付けられて

いた。 

7月 25日（実験 0日目）に継代容器から、大

口径スポイトを用いて継代飼育個体、底質、汽

水からなるサンプル約 40 mlを、幅 11 cm × 奥

行 11 cm × 高さ 6 cmの実験容器へ移動させた

（Fig. 3）。実験容器は実験室の光・室温環境に

置き、1–2 日に 1 回実体顕微鏡で生体の有無を

確認した。 

7月 28日（実験 3日目）観察時、多くの水分

が蒸発していたが、底質は湿っており、生きた

貝形虫が確認できた。 

7月 30日（実験 5日目）観察時、完全に乾燥

したと判断した。生きた貝形虫は確認されなか

った。その 5 日後の 8 月 4 日（実験 10 日目；

加水後 0日目）に淡水（北海道水彩の森（黒松

内銘水））約 230 mlを実験容器に加え、エアレ

ーション無し、明期 14時間暗期 10時間、25 °C

の条件のインキュベーター内に置いた。 

8月 5日、6日、8日観察時、生きた貝形虫は

確認されなかった。 

8月 10日（実験 16日目；加水後 6日目）観

察時、2個体の貝形虫の若齢生体が確認された。 

Munakata et al.（2021）は、2時間以上の乾燥

処理後のH. spadixの個体の生存率が 0 %であっ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たと報告している。このことからサンプル乾燥

後に出現した若齢個体は、底質中に含まれてい

た卵が孵化したものであると判断された。 

実験容器の内容物は 8月 10日に幅 9 cm × 奥

行 12 cm × 高さ 4 cmの容器に移し、エアレー

ション有り、明期 14時間暗期 10時間、25 °Cの

条件のインキュベーター内に置いた。8月 30日

に、容器内の 1個体を塩分約 7 ‰の汽水を入れ

た同サイズの別容器に単離し、同様の条件のも

とで飼育を開始した。この単離個体をもとに立

ち上げた継代飼育個体の容器から得た卵を用

いて、2026年に実験 Bを行った。 

3月 2日（実験 0日目）に、34個の卵が産み

付けられた古い背甲殻を直径 5 cm のシャーレ

に移し（Fig. 4）、可能な限り水分を取り除いた

のち蓋をせず実験室の光・室温環境に置いた。

静置後およそ 30 分の観察時に、乾燥したと判

断した。 

3月 7日（実験 5日目；加水後 0日目）に淡

水（北海道水彩の森）を 15 ml入れ、蓋をして

実験室の光・室温環境に置き、1 日 1 回実体顕

微鏡で生体の有無を確認した。 

3 月 8 日–3 日 16 日観察時、生体個体は確認

されなかった。3月 13日（実験 11日目；加水

後 6日目）以降、赤い眼が複数の卵に確認され

た。 

3月 17日（実験 15日目；加水後 10日目）観

察時、3個体の貝形虫の若齢生体が確認された。 

以上 2つの実験から、H. spadixは乾燥耐性卵 
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Fig. 4. Eggs on an old valve during the desiccation and rehydration experiment. From left to right: Day 0 (start 

of the experiment); Day 5 (five days after complete desiccation; just before rehydration); Day 5 (just after 

rehydration); Day 5 (2.5 h after rehydration); Day 11 (six days after rehydration; arrowhead, an egg with a red 

spot). AR, after rehydration; JAR, just after rehydration; JBR, just before rehydration. 
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産生能を有すると結論づけた。本種の乾燥耐性

卵は新たな水環境に運ばれた後、孵化し、単為

生殖を繰り返すことで新規個体群の形成が可

能だと考えられる。 
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